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短 報

15カ月齢の黒毛和種肥育牛におけるMycobacterium 

avium subsp. hominissuisによる出血を伴う 

非結核性抗酸菌症
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鹿児島市中山町 2702）
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要 約

宮崎県内の黒毛和種牛飼養農家で，15カ月齢の肥育牛が慢性の下痢及び削痩を呈し，予後不良となった．空腸，回腸，
盲腸及び結腸の粘膜は肥厚し，盲腸では粘膜の点状出血も認められた．組織学的に空腸，回腸，盲腸及び結腸の粘膜固
有層及び粘膜下組織並びに腸間膜リンパ節のリンパ洞及び小節周囲リンパ組織で高度な肉芽腫性炎がみられ，盲腸では
出血も認められた．細菌学的検査では，回腸及び結腸内容物からMycobacterium属菌が分離され，遺伝子解析の結果，
M. avium subsp. hominissuis（Mah）と同定された．本症例はMahを原因菌とする非結核性抗酸菌症と診断された．
出血を伴う非結核性抗酸菌症は動物では報告が少ない症例であるため，今後症例を集めさらなる検索が必要である．
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